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義

博

わ
さ
も
と

現
南
条
町
脇
本
に
は
、
中
世
に
脇
本
庄
な
る

庄
園
が
所
在
し
、
そ
の
関
係
史
料
が
わ
ず
か
に

数
点
な
が
ら
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以

下
に
そ
れ
ら
の
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
若
干
の

分
析
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
初
め
に
、
脇
本
を
そ
の
中
心
的
な
故
地

と
す
る
脇
本
庄
の
庄
域
が
、
ど
の
程
度
に
ま
で

及
ん
で
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
。
慶
長
年
間

(
与
一
吐
一
ハ
五
)
に
作
成
さ
れ
た
と
覚
し
き
「
越
前

国
絵
図
」
を
見
て
み
る
と
、

泉
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庄

高
弐
何
七
百
四
拾
石
六
斗

八
升

と
あ
っ
て
、
脇
本
を
中
心
と
す
る
五
ヶ
村
が
、

戦
国
末

i
江
戸
初
期
に
お
い
て
は
相
互
に
密
接

な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
恐
ら

く
は
こ
の
五
ヶ
村
が
、
か
つ
て
の
脇
本
庄
を
構

成
し
た
(
少
な
く
と
も
そ
の
中
心
的
位
置
を
占

め
た
)
村
落
な
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
こ
の
石
高

を
、
正
保
三
(
一
六
四
六
)
年
作
成
の
「
越
前
国

知
行
高
之
帳
サ
に
見
え
る
村
落
の
石
高
と
対
比

し
て
み
る
と
、
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
脇

脇
本
五
ヶ
村

〔第 1表〕

越前国絵図(慶長年間) 越前田知行高之帳(正時3年)

(石) (石)

脇本五ヶ村 2740.68 脇本村 747.75

(2704.68カ) 清水村 420.83

東谷村 500.57

西大道村 503.45 

東大道村 532.08 

計 2704.68 

本
・
清
水
・
東
谷
・
西
大
道
・
東
大
道
の
五
ヶ

村
の
合
計
石
高
と
ご
く
近
似
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
加
。
も
し
「
越
前
国
絵
図
」
に
見
え
る

「拾
L

の
一
字
を
誤
記
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な

ら
ば
、
こ
の
両
者
の
数
値
は
全
く
一
致
す
る
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
「
脇
本
五
ヶ
村
」
と
は
、
脇
本
・

清
水
・
東
谷
・
西
大
道
・
東
大
道
の
五
ヶ
村
に

相
当
す
る
と
結
論
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
の
五
ヶ
村
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
脇
本
庄

は
構
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
脇
本
庄
の
位
置
に
関
し
て
注
意

を
払
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
北
陸
道
の
往
還
が

当
庄
内
を
走
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
村

だ
い
ど
う

落
名
に
見
え
る
「
大
道
」
と
は
こ
の
北
陸
道
に

ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
「
尋
憲
記
」
に
も

弐
百
五
十
文
J

司
法
た
う
よ
り
脇
本
ま
廿

と
あ
っ
て
、
脇
本
が
北
陸
道
の
旅
行
者
に
と
っ

て
は
一
つ
の
中
継
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
旅
宿
な
ど
も
発
達
し

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
南
北

朝
初
期
の
越
前
国
内
に
お
け
る
南
北
両
党
の
合

戦
に
お
い
て
、
脇
本
が
、
鯖
波
・
柏
山
・
大
塩

な
ど
と
共
に
そ
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
的
、
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こ
う
し
た
交
通
上
の
要
地
と
い
う
性
格
を
も
っ

て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

脇
本
庄
が
交
通
の
便
の
極
め
て
よ
い
位
置
に
立

地
し
、
か
つ
殿
賑
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

当
庄
の
領
有
者
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
た
に
相
違
な
く
、
ま
た
当
庄
内
に
所
在
す

る
熊
野
神
社
(
清
水
字
宮
ケ
谷
所
在
)
な
ら
び

に
妙
泰
寺
(
西
大
道
字
大
谷
所
在
、
日
蓮
宗
)

の
創
建
に
際
し
で
も
、
な
ん
ら
か
の
作
用
を
及

ぼ
し
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
1

「
越
前
国
絵
図
」
(
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
氏

編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
上
巻
)
。

2

福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
所
蔵
。

3

笠
松
重
雄
氏
「
松
平
文
庫
越
前
国
絵
図
の
研
究
」

(
『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
六
巻
五
・
六
号
、
第
一

七
巻
二
・
三
号
)
。

4

「
尋
憲
記
」
元
亀
四
年
正
月
二
十
七
日
条
(
『
大

日
本
史
料
』
第
一

O
編
之
一

O
)
。

5

寸
得
江
文
書
」
暦
応
四
年
七
月
日
得
江
頼
回
貝
軍

忠
状
(
『
大
日
本
史
料
』
第
六
一
編
之
六
)

0

脇
本
庄
の
史
料
上
の
初
見
は
、
年
月
日
未
詳

の
宣
陽
門
院
所
領
目
録
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
目
録
は
後
欠
と
覚
し
く
作
成

時
日
が
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
史
料
中
の
記
事

か
ら
貞
応
三
(
一
二
二
四
)
年
以
後
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
下
限
と
し

て
は
宣
陽
門
院
没
年
の
建
長
田
(
一
二
五
二
)

年
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
要
す
る
に

鎌
倉
前
期
の
十
三
世
紀
前
半
の
作
成
に
か
か
る

も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
目
録
中
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
甲
条
)
一
被
充
御
祈
願
所
御
領

河
内
国
富
田
庄
加
賀
国
北
白
江
庄

近
江
国
兵
主
社
武
蔵
国
賀
勢
庄

越
前
国
脇
本
庄
紀
伊
国
切
目
庄

筑
後
国
広
川
庄
因
幡
国
字
倍
庄

和
泉
国
後
一
条
院
勅
旨
回

摂
津
国
服
部
御
領

、
A

安
芸
国
生
口
北
庄
摂
津
国
今
南
庄

{
Z条
)

一
御
祈
願
所

竹

林

寺

真

如

院

巳
上
待
賢
門
院
御
時
寄
進
お

こ
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
。

①
脇
本
庄
は
か
つ
て
待
賢
門
院
の
領
有
す
る
庄

園
で
あ
っ
た
。
待
賢
門
院
と
は
、
藤
原
公
実
の

娘
と
し
て
康
和
五
(
一
一

O
一
二
)
年
に
生
ま
れ

た
暗
子
の
こ
と
で
、
鳥
羽
天
皇
の
妃
と
な
っ
て

崇
徳
・
後
白
河
天
皇
を
生
み
、
久
安
元
(
一
一

四
五
)
年
に
死
去
し
た
人
物
で
あ
加
。
も
し
か

す
る
と
、
こ
の
待
賢
門
院
の
時
代
に
脇
本
庄
は

立
庄
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
そ
の
後
、
待
賢
門
院
は
、
甲
条
に
見
え
る
ご

と
く
に
脇
本
庄
な
ど
十
二
ヶ
所
の
所
領
を
御
祈

願
所
御
領
と
し
て
寄
進
し
た
。
こ
の
御
祈
願
所

が
乙
条
に
見
え
る
竹
林
寺
・
真
如
院
な
の
で
あ

ろ
う
が
、
脇
本
庄
が
こ
の
い
ず
れ
に
属
し
た
か

は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
寄
進

に
よ
っ
て
所
領
の
管
領
が
全
面
的
に
祈
願
所
に

移
行
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
恐
ら
く
は
そ
の

後
も
実
質
的
な
所
領
管
領
は
待
賢
門
院
が
本
所

職
と
し
て
執
り
行
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

③
つ
い
で
右
目
録
作
成
の
十
三
世
紀
前
半
期
に

至
る
と
、
脇
本
庄
な
ど
祈
願
所
領
は
宣
陽
門
院

の
管
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
官
一
陽
門
院
と
は
、

後
白
河
天
皇
と
高
階
栄
子
と
の
聞
に
養
和
元
(

一
一
八
二
年
に
生
ま
れ
た
娘
親
子
内
親
王
の

こ
と
で
、
彼
女
は
上
西
門
院
統
子
内
親
王
か
ら
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③
 

法
金
剛
院
領
を
継
承
し
、
さ
ら
に
後
白
河
天
皇

か
ら
は
長
講
堂
領
を
委
ね
ら
れ
て
お
旬
、
こ
れ

ら
に
合
わ
せ
て
脇
本
庄
な
ど
の
祈
願
所
領
も
宣

陽
門
院
の
管
領
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
脇
本
庄
は
、
待
賢
門
院

の
あ
と
、
上
西
門
院
i
宣
陽
門
院
と
伝
領
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
鎌
倉
末
期
の
元
亨
二
(
一
三
二
二
)

年
十
二
月
に
な
る
と
、
『
花
園
天
皇
震
記
』
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

近
日
政
道
帰
淳
素
。
君
己
為
聖
王
、
臣
又

多
人
敗
。
而
熊
野
社
領
脇
本
庄
者
、
法
金

剛
院
領
也
。
伺
院
御
方
有
御
管
領
、
当
時

禎
覚
妻
所
知
行
也
。
而
以
論
旨
被
付
訴
人

精
一
耕
一
臣
妻
。
此
事
御
問
答
之
処
、
御
領
之

由
不
被
知
食
之
由
被
申
。
市
以
所
見
重
被

申
之
処
、
無
分
明
御
返
事
。
此
一
事
巳
似

乱
政
。
未
知
所
由
、
以
此
一
事
察
之
。
有

所
関
敗
。
桃
君
猶
如
此
、
況
他
庸
主
哉
。

尤
可
歎
息
也
。

こ
の
記
事
の
限
目
は
、
元
亨
元
(
一
三
二
二

年
か
ら
開
始
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
親
政
を
「
似

乱
政
」
と
批
判
す
る
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

泉

脇
本
庄

「
院
御
方

L
I後
伏
見
上
皇
(
持
明
院
統
)
に

よ
っ
て
管
領
さ
れ
て
い
た
法
金
剛
院
領
内
の
脇

本
庄
に
対
し
、
後
醍
醐
天
皇
(
大
覚
寺
統
)
が

論
旨
を
発
し
て
そ
の
知
行
を
日
野
資
朝
妻
に
給

与
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
た
め
、
後
伏
見

上
皇
は
当
庄
が
法
金
剛
院
領
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
急
ぎ
申
し
入
れ
た
が
、
後
醍
醐
天

皇
か
ら
は
か
か
る
領
有
関
係
に
つ
い
て
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
返
答
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
の

で
、
重
ね
て
所
見
を
も
っ
て
申
し
入
れ
た
と
こ

ろ
、
今
度
は
分
明
な
る
返
事
が
な
か
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
持
明
院
統
の
管
領
す
る
所
領
に

対
し
て
大
覚
寺
統
は
関
与
し
な
い
(
逆
の
場
合

も
同
じ
)
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
親
政
を
開
始
し
た
後
醍
醐
天
皇
は
こ
の

よ
う
な
慣
習
を
積
極
的
に
打
破
し
、
他
皇
統

l

本
所
の
所
領
も
一
律
に
天
皇
の
支
配
下
に
置
か

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し

⑥
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
右
の
記
事
に
よ

っ
て
脇
本
庄
の
領
有
関
係
を
考
え
て
み
る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
脇
本
庄
は
法
金
剛
院
領
に
属
し
、
後
伏
見
上

皇
が
本
所
職
と
し
て
こ
れ
を
管
領
し
て
い
る
。

法
金
剛
院
と
い
う
の
は
、
大
治
五
二
二
ニ

O
)

年
に
待
賢
門
院
に
よ
っ
て
再
興
(
も
と
天
安
寺

と
称
す
)
さ
れ
た
寺
院
で
、
の
ち
御
室
覚
性
法

親
王
に
譲
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
仁
和
寺
法
金

剛
院
寸
と
も
称
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
法
金
剛
院
に
属
す
る
所
領
群
の
大
部
分
は
、

待
賢
門
院
か
ら
上
西
門
院
へ
、
つ
い
で
宣
陽
門

院
へ
と
伝
領
さ
れ
て
お
胸
、
先
に
一
部
を
引
用

し
た
宣
陽
門
院
所
領
目
録
で
「
新
御
領
自
上
西
門

院
被
進
お
と
し
て
記
載
さ
れ
る
三
五
ヶ
所
の
所

領
が
、
こ
の
法
金
剛
院
領
に
あ
た
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
目
録
に
お
い
て

は
、
脇
本
庄
は
ま
だ
法
金
剛
院
領
に
属
さ
ず
「
御

祈
願
所
御
領
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

か
つ
て
祈
願
所
(
竹
林
寺
ま
た
は
真
如
院
)
の

所
領
で
あ
っ
た
脇
本
庄
は
、
目
録
作
成
以
後
に

宣
揚
門
院
の
手
に
よ
っ
て
(
も
し
く
は
宣
陽
門

院
の
死
後
に
)
法
金
剛
院
領
と
定
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
法
金
剛
院
領
は
、
長
講
堂

領
と
同
様
に
、
後
深
草
天
皇
|
伏
見
上
皇
|
後

伏
見
上
皇
と
い
う
よ
う
に
持
明
院
統
に
伝
領
さ
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れ
て
い
き
、
こ
の
後
伏
見
上
皇
の
管
領
下
に
あ

る
元
亨
二
年
に
、
右
掲
史
料
に
見
え
た
ご
と
く

に
、
大
覚
寺
統
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
本
所
職
関

与
の
事
件
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

②
「
熊
野
社
領
脇
本
庄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
熊
野
社
が
領
家
職
を
有
し
た
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
こ
の
熊
野
社
が
い
つ
か
ら
脇
本
庄

に
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら

未
詳
で
あ
る
が
、
先
引
の
宣
陽
門
院
所
領
目
録

に
脇
本
庄
と
並
ん
で
名
の
見
え
た
筑
後
国
広
川

庄
の
場
合
を
参
考
の
た
め
に
見
て
み
る
と
、
広

川
庄
は
天
承
元
(
一
一
三
一
)
年
に
立
庄
さ
れ
て

待
賢
門
院
の
管
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

保
延
四
(
一
二
二
八
)
年
に
至
っ
て
熊
野
社
に
領

家
職
が
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
旬
。

も
し
こ
の
広
川
庄
と
同
様
の
事
情
が
脇
本
庄
に

つ
い
て
も
想
定
し
う
る
と
す
る
な
ら
ば
(
そ
の

可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
)
、
脇
本
庄
は
、
待

賢
門
院
の
管
領
下
に
あ
っ
た
十
二
世
紀
前
半
期

に
お
い
て
既
に
熊
野
社
か
ら
領
家
職
と
し
て
の

関
与
を
受
け
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
庄
園
で

通
例
と
し
て
見
ら
れ
る
ご
と
く
に
、
当
庄
に
お

い
て
も
熊
野
社
の
分
社
を
在
地
に
勧
請
す
る
こ

と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
在
清
水
字
宮

ケ
谷
に
所
在
す
る
熊
野
神
社
は
、
十
二
世
紀
前

半
期
に
早
く
も
当
地
に
勧
請
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
て
き
し
っ
か
え
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

③
記
事
中
で
は
、
脇
本
庄
を
知
行
す
る
に
つ
い

て
禎
覚
妻
と
日
野
資
朝
妻
と
の
間
で
争
論
の
生

じ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

当
庄
の
預
所
職
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
争
論
の
結
着
が
ど
、
つ
つ
け

ら
れ
た
か
は
未
詳
な
が
ら
、
後
醍
醐
天
皇
の
治

政
下
に
お
い
て
は
、
日
野
資
朝
妻
の
方
が
有
利

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
の
つ

く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
こ
の
記
事
に
お
い
て

は
、
預
所
職
の
給
与
に
つ
い
て
領
家
職
熊
野
社

が
ほ
と
ん
ど
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
本
所
職
に

よ
っ
て
こ
れ
が
左
右
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
を

払
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

き
て
、
右
の
記
事
か
ら
さ
ら
に
約
三

O
年
降

っ
た
文
和
五
(
一
三
五
六
)
年
に
至
る
と
、
「
京

都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
」
に
は
脇
本
庄
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

越
前
脇
本
庄
一
方
ハ
、
熊
野
依
有
其
便
寄
、

常
住
院
知
行
、
今
一
方
彼
是
知
行
間
期
日

是
ハ
尋
常
地
也
。
当
時
当
国
事
従
事
也
q

こ
の
史
料
は
、
文
和
五
年
三
月
十
一
日
に
広

義
門
院
の
御
前
に
紙
候
し
た
某
人
が
、
広
義
門

院
か
ら
長
講
堂
領
・
法
金
剛
院
領
な
ど
の
諸
所

領
の
来
歴
に
関
し
て
種
々
拝
聴
し
、
そ
れ
を
退

出
後
に
書
き
ま
と
め
た
記
録
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

①
脇
本
庄
は
法
金
剛
院
領
に
属
し
、
本
所
職
と

し
て
こ
れ
を
管
領
し
た
の
は
広
義
門
院
で
あ
る
。

広
義
門
院
と
は
、
正
応
四
(
一
二
九
二
年
に

西
園
寺
公
衡
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
寧
子
の
こ

と
で
、
後
伏
見
天
皇
の
妃
と
な
っ
て
光
厳
・
光

明
天
皇
を
生
み
、
延
文
二
(
一
三
五
七
)
年
に

死
去
し
た
人
物
で
あ
加
。
先
に
、
法
金
剛
院
領

は
十
三
世
紀
初
期
に
後
伏
見
上
皇
(
持
明
院
統
)

に
よ
っ
て
管
領
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、

そ
の
後
、
同
院
領
は
光
厳
上
皇
l
広
義
門
院
と

伝
領
さ
れ
て
行
き
、
こ
の
広
義
門
院
管
領
下
の

状
況
が
右
の
史
料
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な

お
こ
こ
で
つ
い
で
に
法
金
剛
院
領
の
そ
の
後
の

伝
領
関
係
を
述
べ
て
お
く
と
、
広
義
門
院
か
ら

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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崇
光
上
皇
つ
い
で
後
小
松
天
皇
へ
と
伝
え
ら
れ
、

こ
の
段
階
で
南
北
両
皇
統
が
統
一
さ
れ
、
後
花

園
天
皇
以
下
の
天
皇
に
伝
領
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

②
脇
本
庄
の
領
家
職
に
つ
い
て
は
、
右
の
記
録

は
二
通
り
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
一
方
知
行
の
熊
野
社
常
住
院

と
も
う
一
方
知
行
の
坊
門
局
な
る
人
物
と
を
、

と
も
に
領
家
職
と
見
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
領

家
職
の
二
分
割
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
解

釈
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
こ
の
記
録
が
後

刻
の
記
述
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
て
そ
の
信
頼
度

を
低
く
考
、
ぇ
、
熊
野
社
常
住
院
が
領
家
職
、
坊

門
局
が
預
所
職
と
見
る
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
見
方
が
妥
当
で
あ
る
か
は
直
ち
に
は
決
し
難

い
が
、
前
掲
の
『
花
園
天
皇
窟
記
』
の
記
事
を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
後
者
の
考
え
方
、
つ
ま
り

領
家
職

l
熊
野
社
常
住
院
・
預
所
職

l
坊
門
局

と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
「
当
国
事
従
事
」
と
あ
る
の
は
、
広
義
門
院

が
越
前
国
を
御
分
固
と
し
て
領
有
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
越
前
回

の
国
街
領
支
配
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
ほ
と

泉

脇
本
庄

ん
ど
史
料
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
一
こ
の
克
料
は
、
長
生
軒
の
後
家
千
女
が
相
伝

応
こ
の
よ
う
に
想
像
す
る
だ
け
に
と
ど
め
て
お
所
領
の
知
行
を
安
堵
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
、

く
。
な
お
「
尋
常
地
」
と
い
う
の
は
、
領
有
関
天
文
九
(
一
五
四

O
)
年
十
一
月
に
室
町
幕
府

係
に
押
領
な
ど
の
混
乱
が
生
じ
て
い
な
い
庄
園
の
政
所
に
提
訴
し
た
申
状
の
写
し
で
あ
っ
て
、

と

い

う

意

味

と

思

わ

れ

る

。

政

所

は

こ

れ

を

翌

十

(

一

五

回

二

年

三

月

十

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
平
安
末

i
南
北
朝
五
日
に
正
式
に
受
理
し
、
諏
訪
晴
長
が
こ
の
訴

期
の
脇
本
庄
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
明
訟
の
担
当
奉
行
人
と
な
っ
て
審
議

(
1政
所
沙

ら
か
に
し
え
た
と
思
う
が
、
し
か
し
こ
れ
に
続
汰
)
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
申
状

く
べ
き
室
町
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

得
ら
れ
な
い
た
め
に
全
く
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
①
脇
本
庄
や
加
賀
国
若
子
村
・
笠
野
村
な
ど
は
、

得
な
い
。
そ
し
て
次
に
扱
見
に
及
ぶ
も
の
は
、
以
前
は
小
河
坊
城
家
が
知
行
し
て
い
た
が
、
そ

は
る
か
に
降
っ
た
十
六
世
紀
中
期
の
択
の
よ
う
の
後
長
生
軒
が
こ
れ
を
買
得
し
て
今
に
相
伝
し

な

史

料

で

あ

る

。

て

い

る

。

こ

の

売

買

譲

渡

さ

れ

た

知

行

の

権

利

諏
神
左
一
長
生
軒
後
家
千
女
申
状
天
文
十
三
十
五
は
、
前
述
来
の
領
有
関
係
を
踏
ま
え
て
考
え
れ

右
子
細
者
、
加
州
河
北
郡
内
若
子
村
山
ば
預
所
職
と
思
わ
れ
、
本
所
職

l
法
金
剛
院
・

里
・
笠
野
村
一
円
、
井
越
前
国
脇
本
庄
領
家
職

l
熊
野
社
と
い
う
関
係
は
こ
の
段
階
に

等
事
、
長
生
軒
従
小
河
坊
城
家
買
得
相
至
っ
て
も
恐
ら
く
は
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
で

伝
、
当
知
行
無
相
違
地
也
。
殊
子
共
在
あ
ろ
う
。

之
問
、
弥
可
全
領
知
之
由
、
被
成
下
御
②
長
生
軒
に
よ
る
脇
本
庄
な
ど
の
知
行
も
、
し

下
知
者
、
恭
可
存
者
也
。
伺
言
上
如
件
。
か
し
天
文
九
年
に
至
っ
て
動
揺
を
来
た
す
。
恐

天

文

九

年

十

一

月

日

ら

く

は

長

生

軒

当

主

の

死

去

と

い

う

事

態

の

変

於
雑
訴
方
天
文
九
九
十
九
御
下
知
化
が
そ
の
契
機
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
も

一

通

在

之

。

危

変

貞
和
⑬
し
か
す
る
と
当
主
が
残
し
た
債
務
め
返
済
を
求
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め
て
、
所
領
知
行
を
競
望
す
る
者
が
現
わ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
後
家
千
女
に
と
っ

て
は
、
「
殊
子
共
在
之
」
と
い
う
事
情
で
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
所
領
の
知
行
を
放
棄
す
る
こ
と

は
と
う
て
い
で
き
ず
、
そ
こ
で
知
行
安
堵
の
下

知
を
求
め
て
幕
府
政
所
に
提
訴
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
申
状
に
対
し
て

政
所
が
い
か
な
る
裁
決
を
下
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
恐
ら
く
は
後
家
千
女
の
申
請
通
り
に

安
堵
状
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
史
料
中
に
「
当
知
行
無
相

違
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
こ
れ
は
脇
本
庄
な
ど
の
所
領
か
ら

本
年
貢
等
の
負
担
物
が
遅
滞
な
く
上
納
さ
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
大
名
朝
倉
氏
が

既
に
強
固
な
領
国
支
配
を
展
開
し
て
い
る
戦
国

後
期
の
越
前
回
で
は
、
長
生
軒
自
身
な
い
し
は

そ
の
代
官
が
在
地
に
下
向
し
て
脇
本
庄
を
直
務

支
配
す
る
こ
と
な
ど
と
う
て
い
不
河
能
な
状
況

に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
朝
倉
氏
被
官
人
た

る
脇
本
庄
の
在
地
領
主
(
形
式
的
に
は
地
頭
職

な
い
し
は
下
司
織
を
持
つ
)
か
ら
、
直
接
に
、

あ
る
い
は
朝
倉
氏
の
手
を
経
由
し
て
、
諸
負
担

物
を
受
領
す
る
と
い
う
事
態
を
指
し
て
、
こ
こ

で
は
「
当
知
行
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ、っ。そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
、
天
正
元
(
一
五
七

一
二
)
年
に
朝
倉
氏
は
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
ぽ

さ
れ
、
つ
い
で
一
向
一
按
が
蜂
起
し
て
越
前
国

は
二
撲
持
斗
体
制
と
な
る
。
こ
の
越
前
国
を

信
長
が
再
ぴ
制
圧
す
る
の
は
天
正
三
(
一
五
七

五
)
年
八
月
に
至
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
時
点
で
脇
本
庄
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
史

料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
度
於
其
表
被
抽
忠
節
候
由
、
神
妙
。
然

而
本
知
分
、
弁
脇
本
・
柏
山
庄
・
平
葺
・

西
谷
庄
・
畑
・
小
野
谷
等
事
、
一
職
宛
行

候
了
。
別
而
可
掲
粉
骨
之
儀
、
専
一
候
也
。

伺
状
如
件
。

天
正
参八
月
六
口

r

織
田
三
良
殿

信
長
(
朱
印
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
三
年
八
月
六
日
に
織

田
信
長
は
織
田
三
郎
な
る
人
物
に
対
し
て
、
「
其

表
」
に
お
け
る
忠
節
を
褒
賞
す
る
た
め
に
、
本

知
分
安
堵
に
加
え
て
、
脇
本
庄
以
下
六
ヶ
所
の

所
領
を
新
知
分
と
し
て
新
た
に
「
一
職
」
に
宛

行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
信
長
に
よ
る
越
前
一
向
一
按
制

圧
の
た
め
の
本
格
的
な
進
攻
が
開
始
さ
れ
る
の

は
、
同
年
八
月
十
二
日
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

右
掲
史
料
の
八
月
六
日
の
時
点
で
は
、
信
長
の

勢
力
は
ま
だ
木
芽
峠
以
南
の
敦
賀
郡
に
ま
で
し

か
及
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
其

表
」
に
お
け
る
織
田
三
郎
の
忠
節
と
い
う
の
は
、

木
芽
峠
近
辺
に
お
け
る
一
按
勢
と
の
合
戦
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
新
知
分
と
し

て
宛
行
わ
れ
て
い
る
脇
本
庄
な
ど
の
所
領
は
、

い
ず
れ
も
木
芽
峠
以
北
に
所
在
し
て
一
撲
勢
の

制
圧
下
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
時
点

で
織
回
三
郎
が
こ
れ
ら
の
所
領
を
宛
行
わ
れ
た

と
い
っ
て
も
、
そ
の
知
行
が
直
ち
に
可
能
な
状

態
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
信
長
は
、
こ
れ
か
ら
制
圧
す
べ
き
地
域
に
お

け
る
所
領
給
与
を
あ
ら
か
じ
め
約
束
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
織
田
三
郎
の
今
後
の
「
粉

骨
し
こ
そ
が
こ
こ
で
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
こ
に
新
知
分
と
し
て
見
え
て
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い
る
脇
本
庄
以
下
六
ヶ
所
の
所
領
の
来
歴
を
考

え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
見

い
出
せ
そ
う
で
あ
る
。
脇
本
庄
は
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
で
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
法
金
剛
院
領

で
、
本
所
職
は
禁
裏
(
天
皇
・
上
皇
あ
る
い
は

女
院
)
に
属
し
、
領
家
職
は
熊
野
社
で
、
預
所

職
と
し
て
そ
の
知
行
に
か
か
わ
っ
た
の
は
公
家

で
あ
っ
た
。
柚
山
庄
も
、
安
貞
二
(
一
二
二
八
)

年
に
七
条
院
殖
子
か
ら
修
明
門
院
重
子
に
伝
領

さ
れ
て
俳
る
と
こ
ろ
か
ら
禁
裏
領
で
あ
る
こ
ば

が
知
ら
れ
、
そ
の
知
行
は
九
条
家
や
中
御
門
家

な
ど
の
公
家
が
行
な
っ
て
い
る
。
西
谷
庄
と
小

野
谷
庄
に
つ
い
て
も
同
様
に
禁
裏
領
に
属
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
安
楽
寿
院
領

と
し
て
談
天
門
院
忠
子
が
本
所
職
を
管
領
し
て

い
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
加
。
残
る
平
葺
・
畑

に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
が
、
以

上
の
四
ヶ
所
の
所
領
と
同
様
に
禁
裏
領
と
考
、
え

て
恐
ら
く
は
誤
り
あ
る
ま
い
。
と
す
る
と
、
右

の
知
行
宛
行
状
で
信
長
が
織
田
三
郎
に
一
職
に

給
与
し
て
い
た
所
領
は
、
い
ず
れ
も
本
所
職
が

禁
裏
に
属
し
、
そ
の
知
行
に
は
主
と
し
て
公
家

が
関
与
す
る
と
い
う
共
通
性
が
見
い
出
せ
る
の

泉

脇
本
庄

で
あ
る
。

し
か
る
に
、
そ
も
そ
も
一
職
と
い
う
の
は
、

各
所
領
に
お
け
る
本
所
職
・
領
家
職
・
預
所
職
・

地
頭
職
な
ど
の
職
の
重
層
的
な
権
利
関
係
を
破

棄
し
て
、
単
一
の
領
有
権
を
新
た
に
設
定
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
職
の
体
系

の
破
棄
を
信
長
が
こ
こ
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
権
限
が
単
に
彼
の
武
力
に
由

来
す
る
と
だ
け
考
え
る
の
で
は
不
充
分
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
信
長
は
、
か
か
る
処
置
を

行
な
い
う
る
だ
け
の
権
限
を
、
か
つ
て
の
諸
職

の
領
有
者
(
つ
ま
り
禁
裏
と
そ
れ
に
連
な
る
公

家
)
よ
り
委
譲
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
る
べ

き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
そ
の
委
譲

が
平
和
裡
に
行
な
わ
れ
た
と
ば
か
り
は
言
え
ず
、

む
し
ろ
武
力
的
威
圧
を
背
景
に
し
た
奪
取
と
い

う
の
が
、
そ
の
実
態
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
こ
れ
ら
所
領
の
一
職
宛
行

の
前
提
に
は
、
禁
裏
か
ら
信
長
へ
の
諸
職
領
有

権
の
委
譲
が
あ
っ
た
と
想
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
在
地
で
残
る
地
頭
職
領
有
者
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
持
つ
在
地
領
主
(
旧
朝
倉
氏
被
官

人
も
し
く
は
一
向
一
按
衆
)
を
実
力
で
排
除
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
こ
そ
初
め
て

所
領
の
一
職
知
行
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
l

「
島
田
文
書
」
年
月
日
未
詳
宣
陽
門
院
所
領
目

録
(
『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
二
七
四
号
)
。

2
「
女
院
記
」
(
『
群
書
類
従
』
第
二
九
輯
)

0

3
奥
野
高
広
氏
「
法
金
剛
院
領
」
(
『
日
本
歴
史

大
辞
典
』
第
一
六
巻
)
。

4
中
村
直
勝
氏
「
日
本
文
化
史
(
南
北
朝
時
代
)
」

第
二
章
(
『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
二
巻
)
。

5

『
花
園
天
皇
度
記
』
一
元
亨
二
年
十
二
月
二
十
五

日
条
(
『
増
補
史
料
大
成
』
第
三
巻
)

0

6

飯
倉
晴
武
氏
「
後
醍
醐
天
皇
と
論
旨
」
(
豊
田

武
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
中
世
の
政
治
と
文

化
』
)
。

7

「
仁
和
寺
文
書
」
正
平
六
年
十
一
月
日
仁
和
寺

申
状
案
(
清
水
正
健
氏
編
『
荘
園
志
料
』
丹
波
国

主
殿
保
項
)

0

8

奥
野
氏
前
注
3
解
説
。

9

前
注
1
史
料
。

日
山
「
坂
東
寺
旧
記
」
元
弘
四
年
二
月
九
日
社
役
注

進
状
(
『
荘
園
志
料
』
筑
後
国
広
川
荘
項
)
。

日
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
」
震
翰
掛
引
継

第
三
五
号
(
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二

O
)
。

ロ

前

注

2
史
料
。

日
「
別
本
賦
引
付
」
四
第
六
八
項
(
桑
山
浩
然
氏

校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
|
『
日
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本
史
料
選
書
』
第
二

O
巻
)
。

M

『
信
長
公
記
』
(
奥
野
高
広
・
岩
沢
思
彦
氏
校

注
1

『
角
川
文
庫
』
)

0

日

1

水
島
家
所
蔵
文
書
」
(
『
織
田
町
史
』
図
版
)
。

凶
「
東
寺
百
合
文
書
」
ほ
、
安
貞
二
年
八
月
五
日

七
条
院
処
分
目
録
案
(
『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
七
七

一
号
)
。

ロ
『
九
条
家
文
書
』
第
一
八
六

O
号
、
正
和
五
年

七
月
二
十
七
日
一
音
院
院
主
置
文
井
院
領
目
録
(

『
図
書
寮
叢
刊
』
)
。

お
『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
二
年
二
月
十
日
条
(
『
増

補
史
料
大
成
』
第
四
五
巻
)
。

日
「
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文
書
」
嘉
元
四
年
六
月
十

二
日
永
嘉
門
院
使
申
状
井
御
領
目
録
(
『
神
奈
川

県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
一
一
)
、
「
亀
山
院
御
凶

事
記
L

(

『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
四
冊
)
。

同
次
に
脇
本
庄
の
宗
教
的
環
境
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
ひ
と
つ
は
熊
野

神
社
に
つ
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
は
妙
泰
寺
に
つ

い
て
で
あ
る
。

清
水
字
宮
ケ
谷
に
所
在
す
る
熊
野
神
社
の
創

建
の
時
日
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な

い
が
、
前
節
で
推
測
し
た
こ
と
が
も
し
妥
当
し

て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
十
二
世
紀
前

半
期
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

十
二
世
紀
前
半
期
の
待
賢
門
院
の
時
代
に
脇
本

庄
は
立
庄
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
(
少
な
く

と
も
待
賢
門
院
が
当
庄
を
管
領
し
た
こ
と
は
明

ら
か
)
、
ま
も
な
く
当
庄
の
領
家
職
が
熊
野
社

に
寄
進
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
そ
の
分
社
が
当
庄

に
勧
請
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
分
社
勧
請
に
あ
た
っ
て
は
、

当
庄
内
を
北
陸
道
往
還
が
貫
通
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
そ
こ
を
往
来
し
た
で
あ
ろ
う
熊
野

山
修
験
者
の
働
き
が
大
き
く
作
用
し
た
に
違
い

な
い
。
当
神
社
の
立
地
場
所
が
、
往
還
に
向
け

て
山
麓
線
の
大
き
く
突
出
し
た
先
端
部
で
、
往

還
よ
り
当
神
社
が
容
易
に
見
通
せ
る
位
置
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
ろ
、
っ
。

こ
の
熊
野
神
社
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、

十
五
世
紀
後
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
大

谷
寺
文
書
」
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て

い
ヲ
令
。

ニ

ウ

フ

エ

ン

ノ

一
入
峰
之
事
、
大
師
尊
師
ヨ
リ
以
来
、
役

優
婆
塞
ノ
学
行
儀
、
昼
夜
七
十
五
日
之

問
、
行
儀
法
則
今
ニ
無
怠
退
。
然
ニ
南

ハ
正
月
晦
日
ニ
入
峰
ア
ル
へ
シ
。
一
宿

ハ
脇
本
熊
野
ノ
宮
。
北
ハ
正
月
、
大
ノ

月
ハ
廿
九
日
、
小
ノ
月
ハ
廿
八
日
ニ
可

有
入
峰
二
宿
ハ
山
無
ノ
阿
弥
陀
仏
也
。

然
ニ
彼
寺
ノ
衆
僧
ヲ
峰
衆
ト
シ
テ
モ
テ

ナ
ス
ナ
リ
。
種
子
ハ
時
ノ
タ
シ
ナ
ミ
ニ

ヨ
ル
ヘ
シ
。

こ
の
史
料
は
、
仲
蔵
一
房
永
澄
な
る
大
谷
寺
々

僧
が
文
明
十
(
一
四
七
八
)
年
に
書
き
ま
と
め

た
大
谷
寺
の
年
中
行
事
に
関
す
る
記
録
の
一
節

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
修
験
者
が
越
知

山
に
入
峰
し
て
七
五
日
の
修
行
を
行
な
う
に
あ

た
り
、
南
方
か
ら
入
峰
す
る
者
は
ま
ず
「
脇
本

熊
野
ノ
宮
」
に
一
宿
し
、
翌
正
月
晦
日
(
大
の

月
は
三

O
日
、
小
の
月
は
二
九
日
)
に
入
峰
す

る
、
ま
た
北
方
か
ら
入
峰
す
る
者
は
ま
ず
「
山

(
ヰ
干
カ
)

無
ノ
阿
弥
陀
仏
」
に
一
宿
し
、
晦
日
の
前
日
に

入
峰
す
べ
し
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
脇
本
庄
の
熊
野
神
社
は
、

越
知
山
の
修
験
者
に
と
っ
て
、
そ
の
修
行
に
励

む
べ
き
聖
域
の
南
端
に
位
置
す
る
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
修
験
者
達
は
当
神
社
に
一
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宿
す
る
こ
と
で
潔
斎
を
遂
げ
、
苛
酷
な
修
行
に

は
い
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

熊
野
神
社
が
修
行
域
の
境
界
点
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
ひ
と

つ
に
は
越
知
山
か
ら
の
距
離
的
位
置
が
適
切
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
い
ま
ひ
と
つ
に
は
、
や
は
り
当
神
社
が
北

陸
道
の
往
還
に
近
接
し
て
所
在
し
て
い
る
と
い

う
点
が
考
、
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

き
て
次
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
は
妙
泰
寺
に
つ

い
て
で
あ
る
。

越
前
脇
本
妙
泰
寺
第
二
代
妙
文
上
人
伝

(

日

乗

)

師
名
妙
文
、
滝
谷
乗
上
俗
弟
也
。
初
為
越

之
中
州
羽
都
丹
生
八
幡
宮
社
僧
・
:
(
中
略
)

{口
U
宮

家

}

:
師
者
侍
像
尊
。
到
子
越
前
脇
本
、
像
尊

偶
相
一
勝
地
、
留
師
造
寺
。
師
虞
承
命
、

幹
事
振
力
、
不
幾
寺
成
突
。
崇
像
尊
者
為

閉
山
祖
、
自
居
第
二
代
住
。
今
之
妙
泰
寺

是
也
。
後
又
於
同
郡
今
宿
村
、
手
創
光
明

山
妙
勧
寺
0

・
:
(
中
略
)
・
:
延
文
三
年
戊

戊
三
月
三
日
化
実
。
寿
八
十
四
。
於
後
広

野
亦
為
寺
。
今
之
妙
文
寺
是
也
。

右
は
、
日
蓮
宗
妙
泰
寺
の
第
二
代
住
持
妙
文

泉

脇
本
庄

に
関
す
る
所
伝
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

妙
文
は
日
像
に
近
侍
し
て
そ
の
教
化
活
動
に
随

行
し
、
た
ま
た
ま
脇
本
庄
に
立
ち
至
っ
て
そ
の

「
一
勝
地
」
に
妙
泰
寺
を
建
立
す
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
の
完
成
の
後
に
は
開
山
の
祖
と
し
て
日
像

を
据
え
、
み
ず
か
ら
は
第
二
代
の
住
持
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
妙
泰
寺
の
縁
起
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
永
仁
二
(
一
二
九
四
)
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
小
泉
氏

な
る
在
地
領
主
が
協
力
し
た
と
見
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
妙
文
は
、
こ
の
近
辺
で
広
く
布
教
活

動
を
行
な
い
、
今
宿
に
妙
勧
寺
を
建
て
、
広
野

に
も
後
に
妙
文
寺
と
称
さ
れ
る
寺
庵
を
営
ん
だ

と
き
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
末
l
南

北
朝
期
の
越
前
に
お
い
て
日
蓮
宗
の
布
教
活
動

が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
充
分
に

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
こ

の
妙
泰
寺
の
創
建
に
関
し
て
も
、
西
大
道
と
い

う
北
陸
道
往
還
に
面
し
た
位
置
が
選
ば
れ
て
い

る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注

「
大
谷
寺
文
書
」
第
二
五
号
、
文
明
十
年
十
二

月
二
十
五
日
大
谷
寺
年
中
行
事
(
『
福
井
県
丹
生

郡
誌
』
資
料
編
)
。

2
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
」
第
一
八
巻
(
『
大
日

本
史
料
』
第
六
編
之
二
二
)
。

3

「
妙
泰
寺
文
書
」
縁
起
(
『
福
井
県
南
条
郡
誌
』

所
引
)
。

岡
脇
本
庄
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら

か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
最
後
に
簡
単
に
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

脇
本
庄
は
、
戦
国
末
期
の
村
落
名
で
い
え
ば
、

脇
本
・
清
水
・
東
谷
・
西
大
道
・
東
大
道
の
五

ケ
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は

も
う
少
し
広
い
領
域
に
及
ん
だ
か
も
し
れ
な
い

が
、
少
な
く
と
も
右
の
五
ヶ
村
が
そ
の
中
心
的

位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

脇
本
庄
が
国
街
領
か
ら
立
庄
き
れ
た
の
は
、

た
ぶ
ん
待
賢
門
院
の
時
代
(
十
二
世
紀
前
半
期
)

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
所
職
は
待
賢
門
院
が

管
領
し
、
や
が
て
そ
の
祈
願
所
(
竹
林
寺
ま
た

は
真
如
院
)
の
所
領
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
領

家
職
は
熊
野
社
に
給
与
さ
れ
た
と
覚
し
く
、
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
在
地
に
は
そ
の
分
社
が
勧
請
さ
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れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
い
で
脇
本
庄
は
、

上
西
門
院
|
官
一
陽
門
院
と
伝
領
さ
れ
た
と
想
像

さ
れ
、
こ
の
十
三
世
紀
前
半
期
の
宣
陽
門
院
の

時
代
に
な
っ
て
、
脇
本
庄
は
法
金
剛
院
領
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
金
剛
院
領
に
属
し
た
脇
本
庄
は
、
そ
の
後
、

後
深
草
天
皇
伏
見
上
皇
l
後
伏
見
上
皇
|
光

厳
上
皇
l
広

義

門

院

崇

光

上

皇

後

小

松

天

皇
と
い
う
よ
う
に
、
持
明
院
統
に
伝
領
さ
れ
、

南
北
両
皇
統
の
統
一
後
は
、
後
花
園
天
皇
以
下

の
天
皇
が
管
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
な
お
後
伏
見
上
皇
が
本
所
職
と
し
て
法

金
剛
院
領
を
管
領
し
た
十
四
世
紀
前
期
に
、
大

覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
が
脇
本
庄
の
知
行
に
関

与
す
る
事
件
が
あ
っ
た
が
、
本
所
職
の
領
有
権

そ
の
も
の
の
改
変
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
と

見
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

脇
本
庄
の
領
家
職
に
つ
い
て
は
、
待
賢
門
院

に
よ
っ
て
十
二
世
紀
前
半
期
に
熊
野
社
に
寄
せ

ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
熊
野
社

に
よ
る
領
家
職
の
領
有
は
、
十
四
世
紀
前
期
・

問
中
期
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
恐
ら
く
そ

れ
に
大
き
な
変
動
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

脇
本
庄
の
預
所
職
と
し
て
在
地
を
知
行
し
た

者
と
し
て
は
、
十
四
世
紀
前
期
に
禎
覚
妻
な
る

人
物
が
お
り
、
彼
女
は
そ
の
権
利
を
日
野
資
朝

妻
と
争
論
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
争
論

が
ど
の
よ
う
に
結
着
し
た
か
は
不
明
な
が
ら
、

後
醍
醐
天
皇
の
治
政
下
で
は
日
野
資
朝
妻
の
方

に
利
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
建
武
新
政

の
破
綻
後
は
、
も
と
の
ご
と
く
に
禎
覚
妻
な
い

し
は
そ
の
関
係
者
に
安
堵
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
つ
い
で
十
四
世
紀
中
期
の
預
所
職
と
し

て
は
坊
門
局
が
、
ま
た
は
る
か
に
降
っ
た
十
六

世
紀
中
期
に
お
い
て
は
、
小
河
坊
城
家
、
さ
ら

に
長
生
軒
と
そ
の
後
家
千
女
が
、
脇
本
庄
の
預

所
職
と
し
て
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
降
っ
て
天
正
三
年
八
月
に
至
る
と
、

脇
本
庄
は
織
田
信
長
に
よ
っ
て
織
田
三
郎
な
る

人
物
に
一
職
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
。
し
か
る
に
こ
の
時
、
織
田
三
郎
に
給
与

さ
れ
た
六
ヶ
所
の
所
領
は
、
い
ず
れ
も
か
つ
て

禁
裏
領
で
あ
っ
た
と
い
う
由
来
を
持
つ
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
信
長
に
よ
る
所
領
の

一
職
給
与
の
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
所
領
の
領

有
権
が
あ
ら
か
じ
め
禁
裏
か
ら
信
長
に
委
譲
さ

れ
て
い
た
(
む
ろ
ん
実
態
は
武
力
的
威
圧
に
よ

る
奪
取
で
あ
ろ
う
)
と
想
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た

政
治
的
手
続
き
を
経
な
い
こ
と
に
は
、
所
領
の

一
職
知
行
は
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
脇
本
庄
内
に
所
在
す
る
熊
野
神
社
は
目
、

早
く
も
十
二
世
紀
前
半
期
に
は
現
在
地
に
勧
請

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
十

五
世
紀
後
期
に
至
れ
ば
、
越
知
山
大
谷
寺
で
修

行
す
る
修
験
者
の
潔
斎
の
場
と
し
て
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
十
三
世
紀
末
期

に
は
、
日
蓮
宗
僧
の
妙
文
に
よ
っ
て
当
庄
内
に

妙
泰
寺
が
創
建
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
社
寺

の
当
庄
内
に
お
け
る
立
地
に
つ
い
て
は
、
北
陸

道
往
還
が
当
庄
を
貫
通
し
て
い
る
点
を
重
視
す

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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